



















                        上海センター長 山本裕美 
上海センターは 2002 年 12 月に設立以来その活動は益々盛んになっています。ここに平
成 16・17 年の上海センターの活動の内容を御紹介するとともに新年には更に一層多様な活
動を行なう所存です。会員の皆様には更に一層の御支援を賜るようにお願い申し上げます。 
平成 16 年度の国際シンポジウム・セミナー等は以下の如くです。国際セミナーの第 1 回
目は「中国の西部大開発について」(4 月 23 日)を,2 回目は「今日の東北アジア経済と朝鮮
半島経済」（報告：深川由紀子東京大学教授、安秉直ソウル大学名誉教授・福井県立大学客
員教授）（2 月 10 日）を、3 回目は「応用一般均衡モデルによる日中韓 FTA の効果分析」（報
告：高鐘煥国立釜慶大学校副教授、韓国）（2 月 14 日）をそれぞれ開催しました。 
国際シンポジウムの平成 16 年度の 1 回目は「中国特需―脅威からマーケットに変身する 
中国」（報告：於同申人民大学教授、前田辰巳京セラ常務、大西広副センター長）（7 月 2 日）
でした。2 回目は「中国と日本の政治経済学」国際シンポジウム（COE と共催）（報告：張
小金厦門大学教授、三田剛学術振興会特別研究員、本山美彦教授・上海センター運営委員、
山本裕美センター長、大西副センター長）（3 月 16 日）を開催しました。 
国内シンポジウムは平成 16 年度の第 1 回目は「中国の自動車産業―その過去・現在・将 
来を探る」（報告：丸川知雄東大助教授、大原盛樹アジア経済研究所研究員、塩地洋教授・
上海センター運営委員その他）（11 月 13・14 日）を、第 2 回目は「エレクトロニクス産業
の中国戦略」（報告：安積敏政松下電器産業グローバル戦略研究所首席研究員、上野正樹神
戸大学講師）（2 月 19 日）を開催しました。平成 17 年度には上海センター運営委員の塩地
洋教授、椙山泰生助教授の企画で平成 17 年 11 月 5 日に「日本を追い抜くかー急成長する
中国自車産業」を開催しました。 
講演会の第１回目は「メコン開発をめぐる東アジアの域内協力」（講師：的場泰信海外農
業開発コンサルタンツ協会専務理事）（11 月 18 日）を、講演会の 2 回目は「最近の中国事
情と今後の日米中関係における日本の積極的役割について」（講師：木村一三日中経済貿易
センター名誉会長）（平成 17 年 1 月 24 日）をそれぞれ開催しました。 
また米国流の新しく昼食をかねてのブラウン・バッグ・ランチ（BBL）セミナーを月 1
回開催しています。その第 1 回は平成 16 年 12 月のセミナー「東アジアで何が起きている
か」（講師：垂秀夫外務省国際情報統括官組織第 3 国際情報官）でした。平成 17 年 4 月以












平成 17 年度では 4 月 18 日に第 1 回講演会「グローバル化と国有企業改革」（講師：楊 
瑞竜人民大学経済学院長）を開催しました。4 月 28 日に第 2 回講演会「EU の東方拡大と
東アジア共同体の可能性」（講師：ブラゴベスト・センドフ駐日ブルガリア大使）を開催し
ました。 






平成 17 年 5 月 24 日には上海センターは、在瀋陽日本総領事館に協力して「日中経済交 
流セミナー」を共催し、大西副センター長、塩地教授、大森経徳上海センター協力会副会
長、稲田堅太郎同協力会会員が報告を行いました。また 7 月 1 日には「政冷経熱」国際シ
ンポジウムを開催して時殷弘人民大学教授、竹内実京大名誉教授、高井潔司北海道大学教
授を招待して講演、討論を行ないました。次いで上海センター運営委員堀和生教授の企画









また北野副センター長は 8 月 19・20 日に開催された吉林大学北東アジア研究院主催国際
会議「北東アジアの平和と発展」に参加して報告しました。山本センター長は 11 月 3－5
日に開催された復旦大学日本研究中心主催「東アジア発展モデルと地域協力」第 14 回国際
会議に招待されて報告を行なっています。  
尾池和夫京大総長が平成 16 年 8 月 1－3 日に開催された北京大学主催の日中学長会議出
席にされ、山本センター長が随員として同行しました。日中学長会議以後尾池総長は 8 月 4
日に復旦大学を表敬訪問され、山本センター長、北野副センター長が同行しました。また
尾池総長は同大学日本研究中心にある上海センター支所を訪問されました。また西村周三




















報告者 濱下武志 京都大学東南アジア研究所教授 
日時  2006 年 1 月 11 日(水)12:15- 
会場  未定 
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